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の回答率は教師が59.6 %（240 名）、市役所職員が62.0 %（379 名）であり、比率において統計学的有意差は











と低い群に分けてMPDの割合を比較したところ、後者が有意に高い割合を示した（38％ vs. 71%, p<0.001）。





























































































































と低い群に分けてMPDの割合を比較したところ、後者が有意に高い割合を示した（38% vs. 71%, p<0.001）。
同様の比較を市役所職員群を2分して行ったところ、差が見られなかった（35% vs. 48%, p=0.115）。教師
群におけるMPDの割合と仕事上の不満の関連を男女別に解析したところ、女性教師において関連がより
強かった。
　本研究は、日本の教師のメンタルヘルスに関連する要因を、同じ社会経済的状況にある他の職業集団
の要因と比較したものである。教師と市役所職員のMPDを有する人の割合を比較すると教師において有
意に高かった。職業別に解析した結果、教師のメンタルヘルスを悪化させる要因として、少ない余暇時
間と仕事上の不満とが明らかになった。少ない余暇時間は、教師、市役所職員の両群において、MPDを
増加させた。しかし、仕事上の不満は、教師において特異的にMPDを増加させた。教師のメンタルヘル
ス向上には、仕事上の不満の解決が最も重要であることが示唆された。日本の教師は、学校におけるさ
まざまな人間関係の問題や多すぎる校務などから授業の準備が十分にできていない状況にあり、その結
果、仕事への満足度の低下に至っている可能性が指摘された。なお、この傾向は、女性においてより強
く示されており、個々の教師の仕事の満足度に配慮した効果的な対策の必要性を示唆した。教師のメン
タルヘルスを保持増進させていくためには、仕事の満足度を高めていくための効果的な解決策を立案し、
実行していくことが重要と考えられた。
　審査委員会では、他の職種と比較して教師に特有なメンタルヘルスに関連する要因を世界で初めて解
析し報告した点を高く評価した。
　審査の過程において、申請者に対して次のような質問がなされた。
1）軽微な精神障害のスクリーニング方法について
2）日本語版検査法の標準化について
3）カットオフポイントの設定の方法について
4）調査対象へのフィードバックについて
5）被験者の性格に基づく補正は必要ないのか
6）年齢と性に関する群間差の調整方法について
7）他の類似研究との比較について
8）本研究の精神看護的な位置づけ
9）MPDの定義について
10）疫学研究の中での本研究の位置づけ
　これらの質問に対し申請者の解答は適切であり、問題点も十分理解しており、博士（医学）の学位論文
にふさわしいと審査員全員一致で評価した。
　　論文審査担当者　　主査　　佐　藤　康　二
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